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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	   報 告 者 氏 名
	花田卓教

	大 会 名
	2013 Optimist World Sailing Championship

	開 催 地
	Riva del Garda, Italy

	大 会 期 間
	2013年7月15日－26日


	現地までの旅程
	関西空港発（7月11日11:30）→シャルルドゴール空港着（7月11日17:00）→シャルルドゴール空港発（7月11日20:35）→ベローナ空港着（7月11日22:05）→送迎タクシー→現地到着（7月11日23:50）

	旅行代理店
	H.I.S.関西オンライン予約センター

	渡航費用
	一人当たりの往復料金を詳細にご記入下さい　（　関西空港発　）
171,910円

	エントリー料
	選手一人　600ユーロ　　大人一人　650ユーロ　　　※　実際に支払った通貨で記入して下さい

	一人当たりの宿泊費用
	選手　早期到着　4泊　240ユーロ（32,182円）

役員　早期到着　4泊　240ユーロ（32,182円）
サポーター　早期到着　4泊　240ユーロ（32,182円）


	その他食料費
	飲料水、副食費など　1600ユーロ
外食費など　


	チャーター料金
	ＯＰ艇　　大会期間中　11日間　400ユーロ/艇（53,636円）

　　　　　　　早期料金　50ユーロ / 艇 / 日（6,705円）
コーチボート　大会期間　　11日間　650ユーロ（87,159円） / 艇　/　コーチ
　　　　　　　早期前料金　120ユーロ / 艇 / 日（16,091円）

	大会本部の対応
	突発的な送迎の要望やスペアデーの小旅行の要望に対し、きめ細かい対応だった

	チームリーダーミーティングの様子、内容
	インターナショナルジュリー、ローカルレースオフィサー、ＩＯＤＡ PROの紹介、ランチのピックアップ要領、大会パンフレットに書かれている内容が変更になった点の説明など。

	選手達の様子で
気をつけたこと
	バランスの良い食事の摂取、睡眠時間や休養など

	食事はどうでしたか
	朝食はホテルでビュッフェ形式、サラダ、パン、チーズ、ハム、果物、ヨーグルト、シリアルなど
昼食はサンドイッチ（ハム、ターキー、サラミ）、果物、ジュース

夕食はホテルで、サラダのほかに前菜、メイン、デザートをそれぞれ3種類の中から事前にオーダー

	セキュリティーなどで気をつけたことはありましたか。
	備品ボックス用の鍵が南京錠だったので、持参したダイヤル式の鍵を使用。

	荷物に関して工夫したこと
	ボイド管の機内預かりが、1本片道100ドル（往路）/100ユーロ（復路）と有料だったため、選手5名10枚のセールを長さ2メートル、直径175mmのボイド管2本に空港でまとめてチェックインした。

	日本との通信状況、手段
	大会会場と宿泊したホテルの公共のスペースではWI-FIが使用できた。ホームページの応援掲示板、スカイプ、FACEBOOK、電子メールで日本との通信はできた。

	他国チームとの国際交流の実施
	日本チームの宿舎は、大会会場からかなり離れた場所にあり、通常のレース日にはあまり選手たちの交流はなかった。陸上に待機する監督、サポーターはクラブハウスのラウンジで他国のサポーター達とトラッキング画面を見ながら交流ができた。

	持参してよかった食品、医療品等
	インスタントのご飯、フリーズドライの味噌汁、ラーメン類、医療品では虫除けスプレー。

	次回参加者へアドバイス
	チームレースの知識とテクニックをしっかり身に着けて大会に臨むこと。

	JODAへの要望
	東日本水域でのチームレースまたはチームレースセミナーの開催を望む。また、OPの地方大会が多すぎると考える、十分な練習ができていないまま大会に参加するため、レベルアップが図られていない。大会枠配分の再検討を望む。

	その他
	世界選手権、アジア選手権でのシンガポールの強さは他を圧倒していた。その強さの要因は、全ての選手が同じハーバーで練習できるという環境の良さ、微妙なトリムを可能とするため艤装品に関する研究や工夫を行っている、毎回新品のセールを大会前に調達するといったサポート体制の良さ、ということもあるが、それ以上に最も大きな要因は、チームレースの知識、技量、チームワークがずば抜けていることだと考える。シンガポールは、チームレースのみならずフリートレースでもそのテクニックを十分に応用し、スタートラインでのポジションの確保、スタート後のライバルのカバーなどチームメートがいいポジションでレースを展開できるよう常に動いていた。言い換えればインカレの団体戦のようなレースを展開していた。それがいいことなのか悪いことなのかの議論は別として、現時点でシンガポールに勝てるようになるために何が必要かというと、日本チームに選考された5名全員が、チームレースの知識とテクニックを身につけ、フリートレースでもチームメート同士フォローしあいながら有利なレース展開をすることである。
ガルダ湖の特徴は、南の風でレースを行う場合、本部船有利、スタート後は右の崖を目指して一本のコースを伸ばすことがコース戦略の1番重要なポイントだった。スタート時に本部船際のポジションで第1列を取ればレースを有利に展開できた。

JODAへの要望でも述べたが、日本チームが強くなるためには、地方大会を開催する代わりに水域ごとに合同合宿の機会を増やし、選手同士のコミュニケーションの向上、各クラブ間の練習メニューの共有やレベルアップを図り、全国のOPセイラーおよび指導者のレベルアップが必要と考える。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
